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  今回のリ リースでの変更点
今回のリ リースでの変更点
機能 説明

Secure Email Cloud 
Gateway と脅威防御の
統合

Threat Defense Connector ク ラ イアン トは、Secure Email Cloud 
Gateway を  Secure Email Threat Defense に接続して、高度なフ ィ ッシ
ングと スプーフ ィ ングのメ ッセージをスキャンします。

Threat Defense コネク タを設定する と、Secure Email Cloud Gateway は
実際のメ ッセージのコピーを添付ファ イルと して  Threat Defense 
ポータルのメ ッセージ受信アド レスに送信します。メ ッセージは
ユーザーの受信ト レイに配信され、Threat Defense ポータルで高度な
スキャンが完了します。

次のいずれかの方法で、脅威防御コネク タを有効にできます。

• Web インターフェイスの [セキュ リ テ ィサービス（Security 
Services）] > [Threat Defense Connector] ページから。

• CLI での Threatdefenseconfig コマン ドの使用。

詳細については、この リ リースに関連するユーザーガイ ド、または 
CLI リ フ ァレンスガイ ドの「Secure Email Cloud Gateway と脅威防御
の統合」の章を参照して ください。

Cisco Secure Email 
Phishing Defense のサ
ポート終了 

この リ リース以降、2022 年 12 月 14 日の時点で、Cisco Secure Email 
Phishing Defense（旧称 Cisco Advanced Phishing Protection）機能が 
Secure Email Cloud Gateway 14.3 以降でサポート されな く な り ます。
詳細については、こちらをク リ ッ ク して ください。支援が必要な場合
は、Cisco Technical Assistance にお問い合わせください。

（注） 上記のステート メ ン トは、有効なラ イセンスを所有し、Cisco 
Secure Email Phishing Defense 機能をアクテ ィブに使用して
いる既存のユーザーには適用されません。

AMP の設定のカスタム
ユーザーロール

管理者は、AMP の設定、AMP レポー ト 、ファ イル分析隔離、および
メ ッセージ ト ラ ッキングへのアクセスを提供するカスタムユーザー
ロールを定義できます。管理者は、このカスタムユーザーロールを委
任された管理者に割り当てる こ とができます。

管理者は、次の方法で AMP 設定のカスタムユーザーロールを定義
できます。

• [システム管理者（System Administrator）] > [ユーザーロール
（System Administrator）] > [ユーザーロールの追加（Add User 
Role）] に移動し、Web インターフェイスの [AMP の設定（AMP 
Configurations）] フ ィールドで [アクセスなし（No access）] また
は [フルアクセス（Full access）] を選択します。

• CLI で userconfig > ROLE サブコマン ドを使用し、AMP の設定ス
テート メ ン ト に適切な入力を提供します。

詳細については、この リ リースに関連するユーザーガイ ド、または 
CLI リ フ ァレンスガイ ドの「管理タス クの分散」の章を参照して くだ
さい。
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  今回のリ リースでの変更点
統合イベン ト ログの機
能拡張

統合イベン ト ログに 2 つの新しいフ ィールドが追加され、電子メー
ルゲート ウェイをセキュ リ テ ィ情報およびイベン ト管理（SIEM）ア
プ リ ケーシ ョ ン と統合する と きに、追加のデータを含めるために使
用できます。

• カスタムログエン ト リ

• カスタムログヘッダー

2 つのフ ィールドを使用して、統合イベン ト ログにカスタムヘッ
ダー、カスタムログエン ト リ 、またはその両方を追加できます。

（注） 統合イベン ト ログに追加できるカスタムログヘッダーは 
25 個だけです。

電子メールゲート ウェイに次のよ うに 2 つのフ ィールドを設定でき
ます。

• [カスタムログエン ト リ （Custom Log Entry）] フ ィールド：Web イ
ンターフェイスで [CEF ログエン ト リ の追加コンテンツ  フ ィル
タ  アクシ ョ ン（Add CEF Log Entry Content Filter Action）]（受信ま
たは送信コンテンツフ ィルタのいずれか該当する方）を使用す
るか、CLI の [policyconfig] > [受信メール ポ リ シー（incoming 
mail policies）] または [送信メールポ リ シー（outgoing mail 
policies）] > [フ ィルター（filters）] > [新規（new）] > [追加（add）] > 
[アクシ ョ ン（Action）] サブコマン ドで [CEF ログエン ト リ の追
加（Add CEF Log Entry）] コンテンツ  フ ィルタ  アクシ ョ ンを入
力します。

（注） 対応する メ ッセージ フ ィルタ  アクシ ョ ン  cef-log-entry 
が使用されます。

• カスタム ログ ヘッダー フ ィールド：Web インターフェイスの [ロ
グサブスク リプシ ョ ン（Log Subscriptions）] > [グローバル設定
（Global Settings）] ページの CEF ヘッダーオプシ ョ ン、または CLI 
の logconfig > ceflogheaders サブコマンドを使用します。

[選択したログフ ィールド（Selected Log Fields）] にある  [カスタムログ
エン ト リ （Custom Log Entries）] または [カスタムログヘッダー] （いず
れか該当する方）を使用して [統合イベン ト ログ（Consolidated Event 
Logs）] ログサブス ク リ プシ ョ ンを設定する と、CEF ログエン ト リ が 
[統合イベン ト ログ（Consolidated Event Logs）] に表示されます。

詳細については、この リ リースに関連するユーザーガイ ド、または 
CLI リ フ ァレンスガイ ドの「コンテンツフ ィルタ」および「ロギング」
の章を参照して ください。
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  動作における変更
動作における変更

パスワードで保護された
添付ファ イルを開くため
のユーザー定義のパスフ
レーズのみを使用 

この リ リース以降、メールゲート ウェイで作成されたユーザー定義
のパスフレーズのみを使用して、受信および送信メ ッセージでパス
ワードで保護された添付ファ イルを開く こ と を選択できます。

この機能は、次のいずれかの方法で設定できます。

• Web インターフェイスの [セキュ リ テ ィサービス（Security 
Services）] > [スキャン動作（Scan Behavior）] > [グローバル設定の
編集（Edit Global Settings）] ページで、[ユーザー定義のパスワー
ドのみを適用（Apply User-defined Passwords Only）] チェ ッ ク
ボッ ク スを使用します。

• 「ユーザー定義のパスワードのみを適用しますか? y/n」ステー ト メ ン ト
は、CLI の scanconfig > protectedattachmentconfig サブコマン
ドの下にあ り ます。

詳細については、次の資料を参照して ください。

• この リ リースに関連するユーザーガイ ドの「メ ッセージフ ィル
タを使用した電子メールポ リ シーの適用」章の「スキャン動作の
設定」セクシ ョ ン。

• この リ リースに関連する  CLI リ フ ァレンスガイ ドの「コマン ド：
参考例」章の「例：パスワードで保護された添付ファ イルを開く
ためのユーザー定義のパスフレーズのみを使用」セクシ ョ ン。

メ ッセージ追跡：修復アク
シ ョ ンの変更 

この リ リース以前：[メ ッセージ ト ラ ッキング（Message Tracking）] > 
[修復（Remediate）] > [修復アクシ ョ ンの確認（Confirm Remediation 
Action）] ダイアログボッ クスでは、[修復バッチ名（Remediation 
Batch Name）] および [説明（Description）] フ ィールドに、小文字と大
文字のアルファベッ トおよび 0 ～ 9 までの数字に加えて任意の特
殊文字を入力できました。

この リ リース以降：[メ ッセージ ト ラ ッキング（Message Tracking）] > 
[修復（Remediate）] > [修復アクシ ョ ンの確認（Confirm Remediation 
Action）] ダイアログボッ クスでは、[修復バッチ名（Remediation 
Batch Name）] および [説明（Description）] フ ィールドに入力できる
のは、小文字と大文字のアルファベッ ト 、0 ～ 9 までの数字、および
「_」「-」のみです。

監査ログ用に選択された
デフォル ト のログレベル
の変更

この リ リース以前：Web インターフェイスまたは CLI を使用して
「監査ログ」ログサブスク リプシ ョ ンを作成する と、デフォル ト の
ログレベルと して「情報」オプシ ョ ンが選択されていました。

この リ リース以降：Web インターフェイスまたは CLI を使用して
「監査ログ」ログサブスク リプシ ョ ンを作成する と、デフォル ト の
ログレベルと して「デバッグ」オプシ ョ ンが選択されます。必要に
応じて、ログレベルのオプシ ョ ンを変更できます。
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  AsyncOS 14.3.0 リ リースへのアップグレード
AsyncOS 14.3.0 リ リースへのアップグレード
• AsyncOS 14.3.0-032 更新リ リースへのアップグレード（5 ページ）

• AsyncOS 14.3.0-023 リ リースへのアップグレード（6 ページ）

AsyncOS 14.3.0-032 更新リ リースへのアップグレード

次のバージ ョ ンから、リ リース  14.3.0-032 にアップグレードする こ とができます。

• 14.0.0-698 

• 14.0.1-033

• 14.0.1-305

• 14.0.2-020

• 14.0.3-015 

• 14.2.0-616 

• 14.2.0-620 

• 14.2.1-015

• 14.2.1-020

• 14.3.0-020

• 14.3.0-023

コンテンツスキャナ：最大
ファ イルサイズのスキャ
ン制限の変更 

この リ リース以前：電子メールゲート ウェイのコンテンツスキャ
ナは、添付ファ イルから抽出されたテキス ト のサイズが設定され
た最大ファ イルサイズのスキャン制限を超過している場合でも、
メ ッセージの添付ファ イルのテキス ト コンテンツをスキャンして
いました。

この リ リース以降：コンテンツスキャナは、設定された最大ファ イ
ルサイズのスキャン制限に基づいて、メ ッセージの添付ファ イル
の抽出されたテキス ト コンテンツのみをスキャンします。設定さ
れた最大ファ イルサイズのスキャン制限を超過している残りのテ
キス ト コンテンツは、切り捨てられます。

例：最大ファ イルサイズ制限を  5 MB に設定し、メ ッセージの添付
ファ イルから抽出されたテキス ト コンテンツが 5 MB を超えてい
る と します（たとえば「8 MB」の場合）。コンテンツスキャナはファ
イルサイズ  5 MB のテキス ト コンテンツのみをスキャンし、残りの
ファ イルサイズ  3 MB は切り捨てられます。
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  このリ リースでサポート される  VM
AsyncOS 14.3.0-023 リ リースへのアップグレード

リ リース  14.3.0-023 へは、次のバージ ョ ンからアップグレードできます。

• 13.5.1-277

• 13.7.0-093 

• 14.0.0-698 

• 14.0.1-033

• 14.0.2-020

• 14.0.2-606 

• 14.2.0-616 

• 14.2.0-620 

• 14.3.0-002

• 14.3.0-017

このリ リースでサポート される VM 
この リ リースでは、次の VM がサポート されています。

• C100V

• C300V

• C600V

アップグレード後の注意事項
• 外部脅威フ ィード  パッケージ バージ ョ ンの不適切な表示（7 ページ）

• IP レピュテーシ ョ ンサービスのステータスのモニタ リ ング（7 ページ）

• DLP サービスステータスチェ ッ ク（7 ページ）

• 電子メールゲート ウェ イでのパスワードで保護された添付ファ イルのスキャン（7 ページ）

• （スマー ト ラ イセンスのユーザーのみ）電子メールゲート ウェ イを  Cisco Talos サービスに接
続できない（8 ページ）

• AsyncOS 13.x へのアップグレード後のク ラスタレベルでの DLP 設定の不整合（8 ページ）

• インテ リ ジェン ト  マルチスキャンおよびグレイ メールのグローバル設定の変更（8 ページ）
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  アップグレード後の注意事項
外部脅威フ ィード  パッケージ バージョンの不適切な表示

この リ リースにアップグレード した後、電子メールゲート ウェ イに最新の外部脅威フ ィード
（ETF）パッケージが含まれている場合、システムは Web インターフェイスおよび CLI で ETF 
パッケージバージ ョ ンを実際の ETF パッケージバージ ョ ン「2.0.0-005」ではな くデフォル ト の
「1.0.0-0000001」と して表示します。この問題は表示のみに影響し、機能への影響はあ り ません。
この問題は今後の リ リースで解決される予定です。

不具合 ID：CSCwd49783。

（注） CLI で threatfeedstatus コマン ドを使用する と、ETF エンジンの現在のバージ ョ ンを表
示できます。詳細については、この リ リースに関連する  『CLI Reference Guide』を参照して
ください。

IP レピュテーションサービスのステータスのモニタリング

アップグレード後、IP レピュテーシ ョ ンのデバッグログに IP アド レス  172.0.0.2 が表示される場
合があ り ます。

IP アド レス  172.0.0.2 は、主に IP レピュテーシ ョ ン  ク ラ ウ ド  サービスの可用性を確認するため
に使用されます。この IP アド レスは、IP レピュテーシ ョ ン  ク ラ ウ ド  サービス と電子メールゲー
ト ウェ イの接続を確認するために内部的に使用されます。IP アド レスは、送受信される メ ッセー
ジやユーザーネッ ト ワーク とは関係あ り ません。

DLP サービスステータスチェ ック  
この リ リースにアップグレード した後、DLP サービスで問題が発生する可能性があ り ます。

ソ リ ューシ ョ ン：CLI で diagnostic > services > DLP > status サブコマン ドを使用して、電子メー
ルゲート ウェ イの DLP サービスのステータスを確認します。DLP サービスが実行されていない
場合は、既知の問題リ ス ト にある  CSCvy08110 の不具合の「回避策」セクシ ョ ンを参照して くだ
さい。既知の問題を表示する方法の詳細については、既知および修正済みの問題の リ ス ト （9 ペー
ジ）を参照して ください。

電子メールゲートウェイでのパスワードで保護された添付ファイルの
スキャン

パスワード保護された添付ファ イルをスキャンするよ うに電子メールゲート ウェ イのコンテン
ツスキャナを設定する場合、電子メール ト ラフ ィ ッ クにパスワード保護された添付ファ イルが
高い割合で含まれている と、パフォーマンスに影響を与える可能性があ り ます。
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  アップグレード後の注意事項
（スマート ライセンスのユーザーのみ）電子メールゲートウェイを 
Cisco Talos サービスに接続できない

電子メールゲート ウェ イがスマート ラ イセンスモードで、システム時刻が GMT よ り も遅い場
合、電子メールゲート ウェ イで Cisco Talos サービスへの接続に関する問題が発生する可能性が
あ り ます。

解決策：時刻設定で NTP サーバーを使用するよ うに電子メールゲート ウェイを設定している こ
と を確認します。

AsyncOS 13.x へのアップグレード後のクラスタレベルでの DLP 設定の
不整合 

AsyncOS 13.x にアップグレード した後、電子メールゲート ウェイがク ラスタモードになってい
て、DLP が設定されている場合は、CLI を使用して clustercheck コマン ドを実行する と  DLP 設
定の不整合が表示されます。

この不整合を解決するには、ク ラスタ全体でク ラスタ内の他のいずれかのマシンの DLP 設定を
使用するよ うに強制します。次のプロンプ ト を使用します。「この不整合をどのよ うに解決しますか？

（How do you want to resolve this inconsistency?）」。次の例に示すよ うに、clustercheck コマン
ドを入力します。

(Cluster)> clustercheck
Checking DLP settings...
Inconsistency found!
DLP settings at Cluster test:
mail1.example.com was updated Wed Jan 04 05:52:57 2017 GMT by 'admin' on mail2.example.com
mail2.example.com was updated Wed Jan 04 05:52:57 2017 GMT by 'admin' on mail2.example.com
How do you want to resolve this inconsistency?
1. Force the entire cluster to use the mail1.example.com version.
2. Force the entire cluster to use the mail2.example.com version.
3. Ignore.
[3]>

インテリジェン ト  マルチスキャンおよびグレイメールのグローバル設
定の変更

AsyncOS 14.0 にアップグレード した後のインテ リ ジェン ト  マルチスキャン（IMS）およびグレイ
メールのグローバル設定の変更点は次のとおりです。

• IMS およびグレイ メールのグローバル設定が異なる ク ラスタレベルで構成されている場合、
電子メールゲート ウェ イはグローバル設定を最も低い設定レベルにコピーします。たとえ
ば、ク ラスタレベルで IMS を設定し、マシンレベルでグレイ メールを設定する と、電子メー
ルゲート ウェ イは IMS のグローバル設定をマシンレベルにコピーします。

• スキャン メ ッセージの最大メ ッセージサイズと タ イムアウ ト値が異なる場合、電子メール
ゲート ウェ イは最大タイムアウ トおよび最大メ ッセージサイズの値を使用して、IMS とグレ
イ メールのグローバル設定を行います。たとえば、IMS およびグレイ メールの最大メ ッセー
ジサイズの値がそれぞれ 1M と  2M である場合、アプラ イアンスは IMS とグレイ メールの両
方の最大メ ッセージサイズ値と して  2M を使用します。
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  パフォーマンスアドバイザリ
パフォーマンスアドバイザリ

アウトブレイクフ ィルタ

アウ ト ブレイ クフ ィルタは、コンテキス ト適応スキャンエンジンを使用して メ ッセージの脅威
レベルを判定し、アダプテ ィブルールとアウ ト ブレイ クルールの組み合わせに基づいてメ ッ
セージにスコアを付けます。一部の設定では、中程度のパフォーマンス低下が発生する可能性が
あ り ます。

IronPort スパム隔離

C シ リーズのアプラ イアンスに対して IronPort スパム隔離オンボッ ク スを有効にする と、公称水
準の負荷がかかっているアプラ イアンスでは、システムスループッ ト にわずかな低下が生じま
す。ピークスループッ ト付近またはピークスループッ ト で実行されている電子メールゲート
ウェ イの場合、アクテ ィブな隔離からの追加の負荷によって、スループッ ト が 10 ～ 20% 低下す
る可能性があ り ます。システムのキャパシテ ィがいっぱいか、いっぱいに近いと きに IronPort ス
パム隔離を使用する場合は、規模が大きい C シ リーズ アプラ イアンスまたは M シ リーズ アプラ
イアンスへの移行を検討して ください。

スパム対策ポ リ シーをスパムのド ロ ップから隔離に変更する場合（オンボッ ク スまたはオフ
ボッ ク ス）、ウ イルスおよびコンテンツ  セキュ リ テ ィのために追加のスパム メ ッセージをスキャ
ンする必要があるため、システムの負荷が増大します。インス トールのサイジングを適切に行う
際にサポート が必要な場合は、認定サポート プロバイダーにお問い合わせください。

既知および修正済みの問題
シスコのバグ検索ツールを使用して、この リ リースの既知および修正済みの不具合に関する情
報を検索します。

• バグ検索ツールの要件（9 ページ）

• 既知および修正済みの問題の リ ス ト （9 ページ）

• 既知および解決済みの問題に関する情報の検索（10 ページ） 

バグ検索ツールの要件 
シスコ  アカウン ト を持っていない場合は、登録します。
https://identity.cisco.com/ui/tenants/global/v1.0/enrollment-ui に移動します。

既知および修正済みの問題のリスト

既知の問題 https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort
%20Email%20Security%20Appliance20Software&kw=*&bt=custV&sb=afr&svr=3
nH&rls=14.3.0

修正済みの
問題

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort
%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=fr&svr=
3nH&rls=14.3.0-032
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https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=afr&svr=3nH&rls=14.2.0
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=afr&svr=3nH&rls=14.2.0&sts=open
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=afr&svr=3nH&rls=14.2.0
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort %20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=afr&svr =3nH&rls=14.3.0
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=afr&svr=3nH&rls=14.3.0-020
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort %20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=afr&svr =3nH&rls=14.3.0-023
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance20Software&kw=*&bt=custV&sb=afr&svr=3nH&rls=14.3.0
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance20Software&kw=*&bt=custV&sb=afr&svr=3nH&rls=14.3.0
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=fr&svr=3nH&rls=14.3.0-023
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=fr&svr=3nH&rls=14.2.0-620
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort %20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=fr&svr= 3nH&rls=14.3.0-020
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=fr&svr=3nH&rls=14.3.0-020
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=fr&svr=3nH&rls=14.3.0-023
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=fr&svr=3nH&rls=14.3.0-028
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch?pf=prdNm&prdNam=Cisco%20IronPort%20Email%20Security%20Appliance%20Software&kw=*&bt=custV&sb=fr&svr=3nH&rls=14.3.0-032
https://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
https://identity.cisco.com/ui/tenants/global/v1.0/enrollment-ui


  関連資料
既知および解決済みの問題に関する情報の検索 
シスコのバグ検索ツールを使用して、既知および解決済みの不具合に関する最新情報を検索し
ます。

はじめる前に

シスコ  アカウン ト を持っていない場合は、登録します。
https://identity.cisco.com/ui/tenants/global/v1.0/enrollment-ui に移動します。

手順

ステップ 1  https://tools.cisco.com/bugsearch/ に移動します。

ステップ 2 シスコ  アカウン ト のクレデンシャルでログインします。

ステップ 3 [ リ ス ト から選択（Select from list）] > [セキュ リ テ ィ（Security）] > [E メールセキュ リ テ ィ（Email 
Security）] > [Cisco E メールセキュ リ テ ィ アプラ イアンス（Cisco Email Security Appliance）] の順
にク リ ッ ク し、[OK] をク リ ッ ク します。

ステップ 4 [ リ リース（release）] フ ィールドに、リ リースのバージ ョ ン（たとえば、14.3）を入力します

ステップ 5 要件に応じて、次のいずれかを実行します。

• 解決済みの問題の リ ス ト を表示するには、[バグの表示（Show Bugs）] ド ロ ップダウンから、[こ
れらの リ リースで修正済み（Fixed in these Releases）] を選択します。

• 既知の問題の リ ス ト を表示するには、[バグの表示（Show Bugs）] ド ロ ップダウンから  [これら
の リ リースに影響（Affecting these Releases）] を選択し、[ステータス（Status）] ド ロ ップダウン
から  [開く（Open）] を選択します。

ご不明な点がある場合は、ツールの右上にある  [ヘルプ（Help）] または [フ ィードバッ ク
（Feedback）] リ ンクをク リ ッ ク して ください。また、インタ ラ クテ ィブなツアーもあ り ます。これ
を表示するには、[検索（search）] フ ィールドの上にあるオレンジ色のバーにある リ ンクをク リ ッ
ク します。

関連資料 

マニュアルの内容 
（Cisco Content Security 製品） 参照先 

ハード ウェアおよび仮想アプラ
イアンス

この表で該当する製品を参照して ください。

Cisco Secure Email and Web 
Manager 

http://www.cisco.com/c/ja_jp/support/security/content-security
-management-appliance/tsd-products-support-series-home.html

Cisco Web セキュ リ テ ィ  http://www.cisco.com/c/ja_jp/support/security/web-security-ap
pliance/tsd-products-support-series-home.html 

Cisco Secure Email ゲート ウェイ http://www.cisco.com/c/ja_jp/support/security/email-security-a
ppliance/tsd-products-support-series-home.html 

Cisco Secure Email ク ラ ウ ドゲー
ト ウェイ

https://www.cisco.com/c/en/us/support/security/cloud-email-se
curity/products-user-guide-list.html
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http://www.cisco.com/c/ja_jp/support/security/content-security-management-appliance/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/ja_jp/support/security/web-security-appliance/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/ja_jp/support/security/email-security-appliance/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/security/cloud-email-security/products-user-guide-list.html
https://identity.cisco.com/ui/tenants/global/v1.0/enrollment-ui
https://tools.cisco.com/bugsearch/


サービスとサポート
サービスとサポート

（注） 仮想アプラ イアンスのサポート を受けるには、仮想ラ イセンス番号（VLN）をご用意の上 Cisco 
TAC に連絡して ください。

Cisco TAC：http://www.cisco.com/en/US/support/tsd_cisco_worldwide_contacts.html 

従来の IronPort のサポート  サイ ト ：http://www.cisco.com/web/services/acquisitions/ironport.html 

重大ではない問題の場合は、電子メールゲート ウェ イからカスタマーサポート にアクセスする
こ と もできます。手順については、ユーザ ガイ ド またはオンラ イン  ヘルプを参照して ください。

このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。

リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている場合がありますことをご了

承ください。

あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照ください。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of 
Cisco trademarks, go to this URL: www.cisco.com/go/trademarks. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. 
The use of the word partner does not imply a partnership relationship between Cisco and any other company. (1110R)

このマニュアルで使用している  IP ア ド レ スおよび電話番号は、実際のア ド レ スおよび電話番号を示すものではあ り ません。マニュ アル内

の例、コマン ド表示出力、ネ ッ ト ワーク ト ポロ ジ図、およびその他の図は、説明のみを目的と し て使用されています。説明の中に実際のアド 

レ スおよび電話番号が使用されていた と し て も、それは意図的な ものではな く 、偶然の一致によ る ものです。

© 2022-2023 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

Cisco Secure Email Gateway CLI リ
フ ァレンスガイ ド

http://www.cisco.com/c/ja_jp/support/security/email-security-a
ppliance/products-command-reference-list.html

Cisco IronPort Encryption http://www.cisco.com/c/ja_jp/support/security/email-encryptio
n/tsd-products-support-series-home.html 

マニュアルの内容
（Cisco Content Security 製品） 参照先 
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